
あおぞら園の子ども達には長い夏休みはありませんが、この時期は家族で出かける機会も増えるかと思います。

遊園地、テーマパーク、大阪・関西万博など子どものために何処か楽しそうな場所に連れて行ってあげたいと思うか

もしれませんね。どんなところでも平気な子は様々な場所で自分なりの楽しみ方を見つけることができますが、一方

では独特な感覚特性や楽しみ方をもっている子もいます。ショッピングセンターなどに行くと興奮してひとりで勝手に

好きなところに行ってしまう子もいれば、人混みや騒音が苦手な子は買い物でスーパーに行くだけでイライラしたり、

不機嫌になったりすることもあります。ダイナミックな運動が好きな子は公園のブランコで大きく

揺れたり、高いところに登りたがることもあります。逆に粗大運動の苦手な子はなかなか遊具に

乗ることができずに、しゃがんで地面の昆虫観察を楽しむかもしれません。

   子どもは一人ひとり周囲の刺激への反応の仕方が違います。苦手なところに少しでも慣れて

いくことも大切ですが、まずは大人と一緒に居て安心・安全な環境の中で伸び伸びと過ごせる

ことが重要です。そうした安心感の中で子どもは冒険をしていきます。ちょっとした日常の中でも

思い出に残る楽しい場面が見つかるかもしれません。少し難しい場面でも大人が一緒にサポー

トしてあげることで、子どもは楽しいと感じられるかもしれません。

令和7年度第１回目のあおぞらセミナーを9月７日（日）に開催します。今回は兵庫県立リハ

ビリテーション中央病院の子どものリハビリテーション・睡眠・発達医療センター長の菊池清先

生を講師にお迎えし、「眠りに問題のある子にどうかかわるか ～睡眠障害の背景とその支援の

考え方～」をテーマにご講演いただきます。一緒に睡眠障害、支援について考えてみませんか。

こちらのＱＲコードからセミナーの内容を確認いただけます→

【きらきら】 きらきら１部での七夕では、七夕の行事に初めて触れるお子様が多く、笹を

見てびっくりするような表情も見られました。お絵描きやシール貼りに取り組み、保護者の

方が描いてくれた短冊と一緒に笹に飾りました。きらきら２部では、年中クラスは笹の飾り

を作り、年長クラスは、平仮名スタンプを用いて短冊にお願い事を書きました。笹に飾る際

は、どのお子様も嬉しそうな様子で飾る姿がみられました。

普段の生活の中で、親しみづらい行事もきらきらを通して経験することで、一年の流れ

を知ることができたり、日本の文化に触れることができます。歌を聞いたり、笹や短冊など

実際の物に触れることで、「七夕ってこんなことするんだ」と知る機会にもなります。今後も

様々な行事を親子で楽しく経験していけたらと思います。  （藤原）

【ぺんぎん】  7月7日にたなばたの日のつどいを行いました。七夕を迎える2週間ほど前から、あおぞら園のロビー

に大きな笹を設置して飾りをつけておくと、登園時に興味深々なお子さまの姿がみられました。七夕当日は、ぺんぎ

ん組では七夕の歌を歌ったりロビーの笹を見に行ったあと、ぺんぎん組の笹飾りを作ろう！とみんなで制作を行い

ました。星の飾りにシールをたくさん貼ってオリジナルの笹飾りを作ることを楽しみ、

最後に笹に飾って七夕の雰囲気を味わうことができたのではないかと思います。

   伝統行事を理解することは難しいことではありますが、今後も園生活のなかでみ

んなで経験し「こんな歌があるんだな」「楽しいな」と感じながら行事を知るきっか

けにしていきたいと思います。  （稲田）

令和7年度 ８月号

新入職員ご紹介 ～ 子どもたちの笑顔が輝く毎日をめざして ～

七夕のつどい ～ 四季の行事を大切に ～

今年度第１回目の保護者懇談会・親子療育を7月２日（水）～４日（金）にクラスごとに開催しました。

【保護者懇談会】 午前中は保護者の方々に集まっていただき、日頃の療育の様子を撮影した動画を見ていただ

き、クラス担任から活動のねらいや日頃の様子などの説明を行いました。後半には園長、主任が日頃のお困り事や

園への要望などをお聞きしました。日頃の困り事についてのお話が多く、園生活の中ではなかなか見られない姿が

どのクラスからも挙がりました。お子様の生活はあおぞら園だけではありません。ご家庭や外出先でのお困り事や不

安なことなどにも保護者の方と一緒に考えていきたいと思っております。 （主任・泉川）

【親子療育】  7月4日（金）に親子療育を行いました。らっこ組は、遊戯室でサーキット遊びに取り組みました。いつ

もとは違う雰囲気に少し緊張したお子様もいらっしゃいましたが、慣れてくるといつも通りに楽しむ様子が見られて

いました。親子でダイナミックに体を動かす姿も見られていました。

また、保護者の方と園での様子やご家庭での様子を共有しました。園で

好きな玩具や活動についてもお話させていただきました。安心できる場所で

好きな活動や遊びを通してお子様の「やってみたい」「〇〇できた！」という気

持ちを引き出していきたいと思います。

お子様も園での生活に慣れ、様々な表情を見せてくれるようになりました。

思いっきり笑ったり、時には涙を流したりとお子様によって様々です。お子様

一人ひとりに寄り添い、「あおぞら園って楽しいな」と思ってもらえるように、

今後も療育を行っていきたいと思います。 （大杉）

７/８（火）に法人職員の研修会・親睦会が芦屋で行われ、あおぞら園・きらきら職員も参加しました。毎年法人

全体で研修会・親睦会が行われており、法人職員約220人中約120人が参加しました。

第１部の研修会では「現代社会における三田谷啓の貢献」をテーマに日本大学文理学部、国立病院機構新潟

病院小児科の西牧謙吾先生にご講演いただきました。現代の社会問題の話を聞き、より一層幼児期からの支援、

家族支援の大切さを感じました。第２部の親睦会では理事長表彰や新入職員の紹介、法人内のいろいろな事業

所の職員と交流をすることができました。

普段はそれぞれの事業所で勤務しており、あまり交流の機会はありませんが、年に１度法人全体で職員が集い、

一緒に学んだり、交流したりすることができる貴重な会でもあります。改めて法人の歴史や理念を胸に日々仕事に

励みたいと思います。 （主任・泉川）

園長のワンポイント ～ 子どもが楽しいと感じる場面 ～

保護者懇談会・親子療育を開催 ～ 一人ひとりに寄り添った支援を ～

あおぞらセミナー開催のお知らせ

法人研修会・親睦会 ～ 法人理念・歴史を胸に ～

７月からあおぞら園に入職し、らっこ組の担任になりました花房 洸希（はなふさ ひろき）です。これまで、運動発

達に支援が必要なお子さんの療育や、家庭での生活が困難なお子さんの支援に携わってきました。その経験と併

せて、あおぞら園に通うお子さんと同じ年頃の子どもがおりますので、「保育士目線」「保護者目線」の両方から、

子どもたちとご家族様の支援にあたれたらと思います。

私にとって、療育の仕事の喜びは、子どもたちの「できた」「嬉しい」の瞬間に

立ち会えることだと感じています。その瞬間が訪れるよう、子どもたちの「あ！あれ！

やってみたい！」をたくさんつくっていけたらと思います。

子どもたちの笑顔が輝く毎日を目指して、日々努力してまいりますので、どうぞ

よろしくお願いします。 （花房）
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